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第７章 三平方の定理
２．三平方の定理の逆

基本問題
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三平方の定理（ピタゴラスの定理）

a 2 + b 2 = c 2

A

B Ca

c
b

直角三角形の直角をはさむ
２辺の長さをａ，ｂとし、斜辺
の長さをｃとするとき、次の
関係式が成立する。

三平方の定理の逆

３辺の長さがそれぞれ、ａ，ｂ，ｃの三角形で、

の関係が成り立つならば、
その三角形は、長さｃの辺を斜辺とする直角三角形である。

a 2 + b 2 = c 2

∠Ｃ＝90°ならば a 2 + b 2 = c 2

ならば、 ∠Ｃ＝90°a 2 + b 2 = c 2
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三平方の定理の逆の証明 A

B C

c
b

a

（証明）
仮定より、 となっている△ABCを右
図(1)のように考える。
次に、長さがa,bとなり、その間の角が90°とな
る△DEFを右図(2)のように考える。
もし、△ABC≡△DEFが証明できたとすると、
∠C=90°ということとなるので、△ABCが直角三
角形であることが証明できたこととなる。
よって、 △ABC≡△DEFであることを証明すれば
よい。

a 2 + b 2 = c 2

D

E Fa

b

(1)

(2)

△DEFについて、三平方の定理より、 …①
仮定より、 …②
①②より、 となる。 は正の数であるから、
よって、 △ABCと△DEFについて、3辺がそれぞれ等しいので、
△ABC≡△DEFとなる。
ゆえに、三平方の定理の逆が成立する。

a2 + b2 = DE 2

a 2 + b 2 = c 2
c2 = DE 2 c, DE c = DE
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基本問題 次の長さを３辺とする三角形のうち、直角三角形
はどれか。

（１）

（２）

（３）

6, 7, 9

6,  8,  2 7  

3 5 , 2 3  , 3
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基本問題 次の長さを３辺とする三角形のうち、直角三角形
はどれか。

（１）

（２）

（３）

6, 7, 9
解答 一番大きな辺が斜辺ｃのはずであ

るので、二乗して大小を判断

62 = 36 72 = 49 92 = 81

62 + 72 = 36 + 49 = 85 　≠ 92 よって、直角三角形ではない。

6,  8,  2 7  
62 = 36 82 = 64 (2 7)2 = 4 × 7 = 28

62 + (2 7)2 = 36 + 28 = 64 = 82 よって、直角三角形である。

3 5 , 2 3  , 3
(3 5)2 = 9 × 5 = 45 (2 3)2 = 4 × 3 = 12 32 = 9

32 + (2 3)2  = 9 + 12 = 21 ≠ (3 5)2 
よって、直角三角形ではない。
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応用問題

（１）直角三角形の直角をはさむ２辺の長さをａ，ｂとし、
斜辺の長さをｃとするとき、下の表の①～⑤を求めなさい。

a 8 ② 11 8 5

b ① 7 ③ 15 ⑤

c 9 8 13 ④ 13

（２）３辺の長さが、 (cm)で表される
直角三角形があるとする。このときの の値を求めよ。

x  + 3,  x  + 5,  x  + 7
x

定期テスト予想問題

ハイレベル問題



確認・応用問題・Practiceの解答（PDF＆解説動画）は、

http://e-clus.com/ で購入できます。

学習動画イークルース 検索


